
訓

令 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
一
号 

埼
玉
県
教
育
局 

県
立
教
育
機
関 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和

五
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
中
「
学
校
評
価
幹
」
の
下
に
「
、
地
域
教
育
幹
」
を
加
え
る
。 

 

別
表
第
四
市
町
村
支
援
部
の
表
義
務
教
育
指
導
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

    
 

                

一 

埼
玉
県
生
涯

学
習
審
議
会
条

例
（
平
成
四
年
埼

玉
県
条
例
第
四

十
七
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

 

埼
玉
県
生
涯
学
習
審

議
会
条
例
第
三
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生

涯
学
習
審
議
会
委
員
の

任
命
に
当
た
り
、
知
事
の

意
見
を
聴
く
こ
と
。 

 

二 

社
会
教
育
法

（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百

七
号
）
の
施
行
に

関
す
る
事
務 

 

社
会
教
育
法
第
四
十

条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
法
人
の
設
置
す
る

公
民
館
に
対
し
、
そ
の
事

業
又
は
行
為
の
停
止
を

命
ず
る
こ
と
。 

１ 

社
会
教
育
法
第
十
三
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
社
会
教
育
団
体
へ

の
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
、
社

会
教
育
委
員
の
会
議
の
意
見
を

求
め
る
こ
と
。 

２ 

社
会
教
育
法
第
四
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
管
理
に

属
す
る
学
校
に
対
し
、
社
会
教
育

の
た
め
の
講
座
の
実
施
を
求
め

る
こ
と
。 

生
涯

学
習

推
進

課 

三 

県
立
図
書
館

及
び
県
立
げ
ん

き
プ
ラ
ザ
に
関

す
る
事
務 

１ 

手
続
条
例
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
審
査
基
準
を
定

め
る
こ
と
。 

２ 

手
続
条
例
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
処
分
基
準
を

定
め
る
こ
と
。 

１ 

埼
玉
県
立
図
書
館
管
理
規
則

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
図
書

館
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

二
項
及
び
埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ

ラ
ザ
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
」

と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
休
館
日
の
変
更
及
び

臨
時
の
休
館
日
を
承
認
す
る
こ

と
。 



        
 

     
 

                     

一 

埼
玉
県
生
涯

学
習
審
議
会
条

例
（
平
成
四
年
埼

玉
県
条
例
第
四

十
七
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

 

埼
玉
県
生
涯
学
習
審

議
会
条
例
第
三
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
生

涯
学
習
審
議
会
委
員
の

任
命
に
当
た
り
、
知
事
の

意
見
を
聴
く
こ
と
。 

 

二 

社
会
教
育
法

（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百

七
号
）
の
施
行
に

関
す
る
事
務 

 

社
会
教
育
法
第
四
十

条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
法
人
の
設
置
す
る

公
民
館
に
対
し
、
そ
の
事

業
又
は
行
為
の
停
止
を

命
ず
る
こ
と
。 

１ 

社
会
教
育
法
第
十
三
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
社
会
教
育
団
体
へ

の
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
、
社

会
教
育
委
員
の
会
議
の
意
見
を

求
め
る
こ
と
。 

２ 

社
会
教
育
法
第
四
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
管
理
に

属
す
る
学
校
に
対
し
、
社
会
教
育

の
た
め
の
講
座
の
実
施
を
求
め

る
こ
と
。 

生
涯

学
習

推
進

課 

三 

県
立
図
書
館

及
び
県
立
げ
ん

き
プ
ラ
ザ
に
関

す
る
事
務 

１ 

手
続
条
例
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
審
査
基
準
を
定

め
る
こ
と
。 

２ 

手
続
条
例
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
処
分
基
準
を

定
め
る
こ
と
。 

１ 

埼
玉
県
立
図
書
館
管
理
規
則

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
図
書

館
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

二
項
及
び
埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ

ラ
ザ
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
」

と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
休
館
日
の
変
更
及
び

臨
時
の
休
館
日
を
承
認
す
る
こ

と
。 

２ 

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
第
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事

業
計
画
を
承
認
す
る
こ
と
。 

３ 

図
書
館
規
則
第
二
十
一
条
及

び
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
第
十
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ

と
。 

四 

大
学
、
県
立
学

校
等
開
放
事
業

に
関
す
る
事
務 

 
 

開
放
事
業
を
行
う
大
学
、
県
立
学

校
等
を
決
定
す
る
こ
と
。 

文
化

資
源

課 

一 

文
化
財
保
護

法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百

十
四
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す

る
事
務 

 

 

１ 

法
第
百
五
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
県
に
帰
属
し
た
所
有

者
の
判
明
し
な
い
埋
蔵
文
化
財

の
発
見
者
及
び
そ
の
発
見
さ
れ

た
土
地
所
有
者
に
支
給
す
る
報

償
金
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
百
四
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
関
す
る
都
市
計

画
に
つ
い
て
の
知
事
か
ら
の
意
見

聴
取
に
対
し
、
意
見
の
申
出
を
す

る
こ
と
。 

３ 

法
第
百
八
十
四
条
第
五
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
法
第
百
八
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
教
育

委
員
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事

務
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
者
に

対
す
る
損
失
の
補
償
の
額
を
決



      
 

                            

生
涯

学
習

推
進

課 

三 

県
立
図
書
館

及
び
県
立
げ
ん

き
プ
ラ
ザ
に
関

す
る
事
務 

１ 

手
続
条
例
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
審
査
基
準
を
定

め
る
こ
と
。 

２ 

手
続
条
例
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
処
分
基
準
を

定
め
る
こ
と
。 

１ 

埼
玉
県
立
図
書
館
管
理
規
則

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
図
書

館
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

二
項
及
び
埼
玉
県
立
げ
ん
き
プ

ラ
ザ
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
」

と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
休
館
日
の
変
更
及
び

臨
時
の
休
館
日
を
承
認
す
る
こ

と
。 

２ 

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
第
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事

業
計
画
を
承
認
す
る
こ
と
。 

３ 

図
書
館
規
則
第
二
十
一
条
及

び
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
規
則
第
十
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ

と
。 

 

四 

大
学
、
県
立
学

校
等
開
放
事
業

に
関
す
る
事
務 

 
 

開
放
事
業
を
行
う
大
学
、
県
立
学

校
等
を
決
定
す
る
こ
と
。 

一 

文
化
財
保
護

法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百

十
四
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す

る
事
務 

 

 

１ 

法
第
百
五
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
県
に
帰
属
し
た
所
有

者
の
判
明
し
な
い
埋
蔵
文
化
財

の
発
見
者
及
び
そ
の
発
見
さ
れ

た
土
地
所
有
者
に
支
給
す
る
報

償
金
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
百
四
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
関
す
る
都
市
計

画
に
つ
い
て
の
知
事
か
ら
の
意
見

聴
取
に
対
し
、
意
見
の
申
出
を
す

る
こ
と
。 

３ 

法
第
百
八
十
四
条
第
五
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
法
第
百
八
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
教
育

委
員
会
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
事

務
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
者
に

対
す
る
損
失
の
補
償
の
額
を
決

定
す
る
こ
と
。 

 

条
例
第
五
条
第
二
項
（
第
二
十

六
条
第
二
項
、
第
三
十
一
条
第
二

項
、
第
三
十
七
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
指
定
に
当
た
り
所

有
者
等
の
同
意
を
得
る
こ
と
。 

 

二 
埼
玉
県
文
化

財
保
護
条
例
（
昭

和
三
十
年
埼
玉

県
条
例
第
四
十

六
号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
条

例
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す

る
事
務 

文
化

資
源

課 

三 

県
立
歴
史
と

民
俗
の
博
物
館
、

県
立
史
跡
の
博

物
館
、
県
立
近
代

美
術
館
、
県
立
自

然
と
川
の
博
物

館
及
び
県
立
文

書
館
に
関
す
る

事
務 

１ 

手
続
条
例
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
審
査
基
準
を
定

め
る
こ
と
。 

２ 

手
続
条
例
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
処
分
基
準
を

定
め
る
こ
と
。 

１ 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博

物
館
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二

項
、
埼
玉
県
立
史
跡
の
博
物
館
管

理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
史
跡
の
博
物
館
規
則
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
二
項
、
埼
玉
県

立
近
代
美
術
館
管
理
規
則
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
近
代
美
術
館

規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二

項
、
埼
玉
県
立
自
然
と
川
の
博
物

館
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
自
然
と
川
の
博
物
館
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項

及
び
埼
玉
県
立
文
書
館
管
理
規

則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
文

書
館
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
休
館

日
の
変
更
及
び
臨
時
の
休
館
日

を
承
認
す
る
こ
と
。 

２ 

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
規
則

第
二
十
二
条
第
一
項
、
史
跡
の
博

物
館
規
則
第
十
七
条
第
一
項
、
近

代
美
術
館
規
則
第
二
十
四
条
第



        
 

                          

文
化

資
源

課 

三 

県
立
歴
史
と

民
俗
の
博
物
館
、

県
立
史
跡
の
博

物
館
、
県
立
近
代

美
術
館
、
県
立
自

然
と
川
の
博
物

館
、
県
立
文
書
館

に
関
す
る
事
務 

１ 

手
続
条
例
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
審
査
基
準
を
定

め
る
こ
と
。 

２ 

手
続
条
例
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
処
分
基
準
を

定
め
る
こ
と
。 

１ 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博

物
館
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二

項
、
埼
玉
県
立
史
跡
の
博
物
館
管

理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
史
跡
の
博
物
館
規
則
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
二
項
、
埼
玉
県

立
近
代
美
術
館
管
理
規
則
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
近
代
美
術
館

規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二

項
、
埼
玉
県
立
自
然
と
川
の
博
物

館
管
理
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
自
然
と
川
の
博
物
館
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
、

埼
玉
県
立
文
書
館
管
理
規
則
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
文
書
館
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
休
館
日
の
変

更
及
び
臨
時
の
休
館
日
を
承
認

す
る
こ
と
。 

２ 

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
規
則

第
二
十
二
条
第
一
項
、
史
跡
の
博

物
館
規
則
第
十
七
条
第
一
項
、
近

代
美
術
館
規
則
第
二
十
四
条
第

一
項
、
自
然
と
川
の
博
物
館
規
則

第
十
七
条
第
一
項
及
び
文
書
館

規
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
事
業
計
画
を
承
認
す

る
こ
と
。 

３ 

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
規
則

第
二
十
三
条
、
史
跡
の
博
物
館
規

則
第
十
八
条
、
近
代
美
術
館
規
則

第
二
十
五
条
、
自
然
と
川
の
博
物

館
規
則
第
二
十
三
条
及
び
文
書

館
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
を
承
認
す
る
こ
と
。 

４ 

文
書
館
規
則
第
六
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
文
書
を
指
定
す
る
こ

と
。 

５ 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博

物
館
条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県

条
例
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第

二
項
、
埼
玉
県
立
史
跡
の
博
物
館

条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
条
例

第
百
二
十
二
号
）
第
三
条
第
二

項
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
条
例

（
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
条
例

第
五
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
及

び
埼
玉
県
立
自
然
と
川
の
博
物

館
条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
特
別
の
資
料
を
展

示
し
た
場
合
の
観
覧
料
の
額
を

定
め
る
こ
と
。 



 

別
表
第
四
市
町
村
支
援
部
の
表
生
涯
学
習
文
化
財
課
の
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

    


